
追
灘
儀
礼

の
中

の
呪
文

神
と
心
を
通
わ
せ
る
為
に
唱
え
ご
と
を
す
る
｡
神
の
名
を
呼
び
､

願
い
を
述
べ
'
供
物
を
受
け
取
っ
て
-
れ
る
よ
う
に
と
唱
う
｡
願

い
ご
と
を
か
な
え
て
-
れ
る
か
ど
う
か
神
の
意
志
を
確
認
す
る
為

に
占
い
を
行
う
｡

願
い
ご
と
､
つ
ま
り
こ
う
あ
れ
か
し
と
思
う
こ
と
は
､
家
内
安

全
､
昔
は
科
挙
及
第
'
今
は
入
試
合
格
､
豊
作
､
.商
売
繁
盛
､
子

授
か
り
'
長
寿
､
無
病
息
災
､
家
畜
繁
殖
､
火
災
無
-
､
盗
み
に

合
わ
ぬ
よ
う
多
方
面
の
加
護
を
求
め
て
唱
え
る
｡

願
い
ご
と
は
呪
文
と
も
な
り
'
こ
う
あ
れ
か
し
と
思
う
こ
と
が

言
葉
に
発
せ
ら
れ
唱
え
ら
れ
る
こ
と
で
､
そ
の
よ
う
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
｡

追
灘
の
祭
り
の
中
で
は
､
司
祭
役
と
追
灘
に
か
か
わ
る
宗
教
演

劇
の
演
者
は
同
じ
で
あ
る
場
合
が
多
い
｡
祭
り
は
大
抵
の
場
合
'

唱
え
ご
と
を
し
て
神
を
呼
び
出
し
､
願
い
を
伝
え
､
供
物
と
演
劇

で
神
を
喜
ば
せ
､
悪
い
も
の
を
破

っ
て
も
ら
い
､
ま
た
神
に
お
帰

り
頂
-
と
い
う
構
成
を
と
る
｡
こ
の
中
で
司
祭
の
唱
え
る
呪
文
に

焦
点
を
当
て
て
み
る
必
要
性
を
感
じ
る
｡
今
回
は
江
西
省
南
豊
県

鹿

田

律

子

の
上
甘
村
の
追
灘
の
祭
り
で
唱
え
ら
れ
る
呪
文
を
例
に
と
っ
て
紹

介
す
る
｡
注
出

【
上
甘
村
の
秘
儀
】

祭
り
は
正
月

一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
四
つ
の
段
階
に
分
か
れ
る
｡

1
日

｢
下
殿
｣
'

1
日
-
十
四
日

｢
跳
灘
｣
及

｢
装
灘
｣
､
十
六
日

-
十
八
日

｢
解
灘
｣
､
十
九
日

｢
安
座
｣
と
な
る
｡
中
で
も
呪
術

性
の
強
い

｢
解
灘
｣
を
説
明
し
よ
う
｡
解
灘
は

｢
家
中
解
灘
｣
と

｢
殿
上
解
灘
｣
に
分
か
れ
る
｡

家
中
解
灘
は
'
十
六
日
､
十
七
日
に
上
甘
村
の
家
々
で
行
わ
れ

る
追
灘
の
儀
礼
で
あ
る
｡
て
ん
こ
も
り
の
ご
飯
の
上
に
豚
の
肉
を

載
せ
た
供
物
が
用
意
さ
れ
る
｡
追
灘
の
演
者
達
が
家
に
入
り
､
ま

ず
祭
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
炎
を
見
て
'
そ
の
家
の
そ
の
年
の
吉
凶
を

占
う
｡
注

㈲

灯
の
内
が
赤
､
外
が
白

外
孝
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡

(
｢孝
｣
の
解
釈
の
一
は

｢
喪
｣
､

｢
外
孝
｣
な
ら
自
家
以
外
の
親
戚
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な
ど
の
家
に
喪
が
あ
る
の
意
｡
)

灯
の
内
が
白
､
外
が
赤

自
分
の
家
に
喪
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
｡

灯

(
の
炎
が
)
左

へ
偏
る

う
る
さ
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
｡

灯

(
の
炎
が
)
右

へ
偏
る

う
る
さ
い
こ
と
が
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
｡

灯
の
内
と
外
と
も
に
白
い

内
外
と
も
喪
が
ぁ
る
こ
と
を
意
味

す
る
｡

灯
の
内
と
外
の
縁
が
赤
い

め
で
た
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
｡

次
に

『
発
弓
』
『
灘
公
灘
母
』
『
捉
刀
』
を
演
じ
る
｡

『
発
弓
』

は
二
郎
神
が
弓
を
射
る
こ
と
で
静
邪
の
意
味
を
表
現
す
る
｡

『
灘

公
灘
母
』

は
生
産
や
子
授
か
り
の
豊
か
な
こ
と
を
表
現
す
る
｡

『
捉
刀
』
は
､
鷹
歌
元
師
､
田
螺
大
王
､
捜
除
大
仙
の
三
神
が
登

場
し
､
鉄
の
鎖
で
邪
悪
な
も
の
を
と
り
お
さ
え
､
ま
た
剣
を
ふ
る

う
所
作
を
し
､
邪
を
は
ら
う
追
灘
の
表
現
を
す
る
｡
ま
た
厨
房
の

追
灘
を
依
頼
す
る
家
も
あ
る
｡

殿
上
解
灘
は
､
十
八
日
の
晩
に
灘
神
廟
で
と
り
行
わ
れ
る
｡
朝

の
う
ち
か
ら
村
人
達
が
廟
に
訪
れ
､
願
か
け
や
願
も
ど
し
を
行
う
｡

そ
の
願
か
け
の
唱
え
ご
と
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡
注
刷

謹
ん
で
考
え
ま
す
に
'
神
の
道
は
遠
-
あ
ら
ず
､
慶
誠
な
心
を

持

っ
て
い
れ
ば
､
(
神
さ
ま
は
)
お
分
か
り
下
さ
る
と
存
じ
ま

す
｡
神
の
聖
力
は
遥
か
に
あ
ら
ず
､
歯
を
叩
き
ま
す
と
神
さ
ま

は
答
え
て
下
さ
い
ま
す
｡
謹
ん
で
心
を
込
め
た
お
香

(
心
香
)

を
焚
い
て
､

一
心
に
お
出
ま
し
を
請
い
ま
す
｡
勅
封
西
川
路
口

清
源
妙
道
真
君
､
千
里
眼
､
順
風
耳
'
金
花
小
姉
､
銀
花
娘
､

三
伯
公
公
'
三
伯
婆
婆
､
金
毛
童
子
､
鉄
甲
洛
軍
､
灘
神
会
上

の
す
べ
て
の
明
神
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡
開
山
大
神
､
白
紙

大
神
､
魁
星
大
神
､
紅
面
小
鬼
､
青
面
二
鬼
'
七
雷
大
神
､
馬
､

超
､
関
､
温
の
四
大
天
絡
､
和
合
'
唐
僧
､
堺
托
太
子
､
福
禄

寿
文
曲
星
君
天
師
､
開
平
､
周
倉
賂
軍
､
金
大
斉
天
田
螺
大
神
､

鏡
公
､
飯
婆
'
春
魔
食
鬼
楼
厨
大
神
､
灘
神
啓
教
歴
代
今
古
老

幼
宗
師
､
殿
内
の
香
火
を
享
け
る
文
武
の
神
､
本
殿
の
土
地
神
､

す
べ
て
の
神
祇
､
適
神
は
と
も
に
こ
の
広
い
御
座
､
高
い
祭
壇

に
お
出
ま
し
を
請
い
ま
す
｡
ど
う
ぞ
心
の
こ
も

っ
た
お
香
を
御

受
納
下
さ
い
｡
今
は

〇
年

〇
月

〇
日

○
県

○
堕
の
信
士
｡
度
し

-
心
の
こ
も

っ
た
お
香
や
貴
重
な

ロ
ウ
ソ
ク
を
備
え
て
御
座
の

前
に
並
べ
ま
す
｡
敬
し
-

○
○
の
名
を
以

っ
て
'
赤
い
長
い
着

物

一
着
を
灘
神
殿
上
に
奉
納
致
し
ま
す
｡
自
身
に
か
か

っ
た
す

べ
て
の
病
気
を
悉
-
払

っ
て
､
早
-
全
快
し
､
自
分
の
命
に
当

る
星
が
明
る
-
な
り
､
寿
命
が
延
長
す
る
よ
う
に
御
加
護
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
｡
-
占
-
こ
こ
に
紙
銭

一
重
ね
を
諸
大
神

に
謹
ん
で
捧
げ
ま
す
｡
銭
は
少
な
い
が
､
大
き
-
な
り
､
多
-

な
る
と
存
じ
､
文
点
文
才

病
気
が
早
-
怠
る
よ
う
に
お
祈
り

し
ま
す
｡
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午
後
四
時
頃
に
､
全
て
の
面
が
段
に
並
べ
ら
れ
､
茶
の
葉
に
水

と
酒
を
加
え
た
も
の
で
仮
面
を
拭
き
清
め
､
ま
た
並
べ
ら
れ
る
｡

神
の
降
臨
を
催
促
す
る
が
､
こ
の
時
の
唱
え
ご
と
は
次
の
よ
う

で
あ
る
｡
注
㈲

催
､
催
､
催
､
本
坊
の
福
主
及
び
遠
近
の
社
令

(土
地
神
)､

上
下
の
こ
の
土
地
を
守
る
英
雄
烈
士
は

1
斉
に
来
ら
れ
ま
す
よ

う
に
願
い
ま
す
｡

十
五
回
太
鼓
と
鐘
が
叩
か
れ
る
が
､
こ
の
時

一
回
ご
と
に
太
鼓

と
鐘
の
叩
き
方
に
決
ま
り
が
あ
る
｡
ま
た
司
祭
は
麗
字
を
措
-
｡

十
四
回
目
に
弟
子
達
が
廟
の
外
に
出
て
線
香
を
水
口
ま
で
の
道
に

さ
す
｡
こ
れ
は
神
々
の
通
り
道
を
清
め
る
意
味
が
あ
る
と
い
う
｡

次
に
か
み
ま
ぎ
を
唱
え
る
｡
と
て
も
長
い
が
､
以
下
に
記
す
｡

注
㈲
至
誠
の
心
が
大
道

(大
法
､
神
の
法
力
)
に
通
じ
､
誠
意
が

高
真

(神
さ
ま
)
に
達
し
ま
す
｡

ロ
ウ
ソ
ク
を
燃
し
て
聖
駕

(神
の
お
乗
り
物
､
神
の
お
出
ま
し
)
を
迎
え
､
香
を
焚
い
て

聖
輿

(神
の
輿
)
を
迎
え
ま
す
｡
今
夜
弟
子
敬
し
-
こ
の
廟
堂

で
心
の
込
め
た
香

(心
香
)
を
備
え
､
神
さ
ま
の
御
来
臨
を
請

い
ま
す
｡
江
西
省
建
昌
府
南
豊
県

○
○
県
主
城
陵
辱
神
､
文
武

の
神
方
'
各
殿
の
香
火
を
享
け
る
明
神
､
東
西
南
北
の
四
関
で

土
地
を
守
る
神
､
県
に
あ
る
官
廟
の
礼
典
を
司
る
神
祇
､
こ
の

廟
の
庭
に
御
光
臨
し
､
す
べ
て
御
座
に
お
就
き
に
な

っ
て
下
さ

い
.
I
占
-

石
背
街
上
下
福
主
､
社
令

(土
地
神
)､
こ
の
辺
の
坊
や
廟

に
お
ら
れ
る
す
べ
て
の
神
祇
､
西
台
山
合
殿
の
香
火
を
享
け
る

明
神
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡
津
浦
街
観
音
閣
救
苦
救
難
観
世

音
菩
薩
､
全
殿
の
香
火
を
享
け
る
す
べ
て
の
神
祇
､
福
主
､
社

令
､
各
殿
の
香
火
を
享
け
る
す
べ
て
の
文
武
神
疎
の
御
来
臨
を

請
い
ま
す
｡

軍
江
橋
殿
内
救
苦
救
難
霊
感
観
世
音
菩
薩
､
全
殿
の
香
火
を

享
け
る
文
武
の
神
､
す
べ
て
の
明
神
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡

羅
家
胡
同
東
排
二
岸
の
福
主
'
社
令
､
関
聖
帝
君
､
全
堕
の

神
さ
ま
､
す
べ
て
の
有
感
明
神
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡

大
郷
上
上
下
堕
の
福
主
､
社
令
､
東
西
二
岸
の
妃
典
を
司
る

神
祇
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡

楊
梅
砦
の
福
主
'
社
令
'
す
べ
て
の
神
祇
の
御
来
臨
を
請
い

ま
す
｡
賂
軍
嶺
､
李
賂
壁
の
福
主
､
社
令
､
東
西
二
岸
の
諸
々
の
神

聖
､
嶺
上
の
格
等
さ
ま
､
開
伽
脱
鎖

(-
ぴ
か
せ
を
脱
い
だ
)

の
鬼
子
郎
君
､
嗣
典
を
司
る
知
事
､
本
殿
の
土
地
神
､
す
べ
て

の
有
感
明
神
の
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡

池
源
墜
水
口
の
福
主
'
社
令
尊
神
'
万
寿
宮
旋
陽
で
道
を
得

た
許
仙
真
君
'
全
般
の
香
火
を
享
け
る
東
西
本
坊
の
福
主
､
橋

頭
下
の
福
主
尊
王
'
軍
山
老
爺
､
李
氏
夫
人
､
文
武
の
二
人
の

判
官
'
本
殿
の
三
聖
､

(
三
人
の
神
)
歓
善
大
師
､
鴛
苛
元
帥
､

金
水
郎
君
､
土
地
公
々
､
す
べ
て
の
有
感
明
神
､
港
背
の
社
公

･
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社
母

(土
地
神
夫
婦
)､
す
べ
て
の
有
感
明
神
､
狗
脳
嘆
の
膳

射
老
爺
､
金
毛
童
子
､
鉄
用
格
軍
､
本
殿
の
土
地
､

1
切
の
神

祇
､
塔
傭
崎
仙
軍
菩
薩
､
裏
玩
頭
の
冷
壇
三
聖

(
三
人
の
神
)､

神
君
順
捺
､
後
の
堂
上
､
灘
神
会
上
の
文
武
の
神
､
す
べ
て
の

有
感
明
神
､
大
塘
壁
上
の
聖
主
三
郎
､
本
殿
の
土
地
神
'
崇
福

古
寺
の
三
尊
古
俳
､
十
八
羅
漢
､
二
傍
四
帝
等
神
'
上
殿
の
地

蔵
王
､
観
世
音
､
文
殊

(原
文
､
文
王
)
菩
薩
､
如
来
古
傍
､

監
善
主
著
､
達
摩
祖
師
､
護
法
金
剛
､
全
寺
の
香
火
を
享
け
る

す
べ
て
の
有
感
明
神
､
左
傍
丹
陽
で
道
を
得
た
甘
氏
真
人
､
剣

印
二
仙
､
五
万
で
道
を
得
た
､
雨
を
降
ら
す
竜
王
､

一
緒
に
御

座
に
到
り
ま
す
｡
す
べ
て
の
有
感
明
神
､
上
街
頭
何
子
上
の
李

氏
夫
人
､
文
武
の
二
人
の
判
官
､
本
殿
の
土
地
神
､
す
べ
て
の

神
紙
､
社
公
､
社
母
､
上
街
頭
の
趨
大
元
帥
､
楼
上
の
文
昌
梓

撞
帝
君
､
全
殿
の
香
火
を
享
け
る
す
べ
て
の
明
神
､
李
家
店
の

賂
軍
さ
ま
､
開
伽
脱
鎖
の
鬼
子
郎
君
､
土
地
公
､
す
べ
て
の
神

祇
､
大
塘
城
上
の
西
山
で
道
を
得
た
許
仙
莫
君
'
雨
を
降
ら
す

竜
王
､
土
地
公
さ
ま
､
春
草
園
の
協
天
関
聖
大
帝
､
開
平
､
周

倉
大
帝
､
本
殿
の
土
地
神
､
御
前
の
す
べ
て
の
神
疎
､

一
緒
に

御
座
に
到
り
ま
す
よ
う
御
来
臨
を
請
い
ま
す
｡

本
坊
の
福
主
､
上
の
水
源
か
ら
､
下
の
水
尾
ま
で
､
壇
が
あ

る
が
迩
が
な
-
､
逃
が
あ
る
が
壇
が
な
い
者
､
林
の
上
か
ら
請

う
た
者
､
林
の
下
か
ら
お
招
き
し
た
者
､
あ
る
い
は
御
名
前
が

知
ら
れ
な
い
者
､
御
智
め
に
な
ら
な
い
で
､
御

一
緒
に
御
座
に

就
い
て
下
さ
い
｡
1
占
-

再
び
心
を
込
め
た
香
を
焚
い
て
､
西
嶺
上
殿
の
大
得
禅
師
菩

薩
'
下
殿
の
飛
天
三
聖
公
王
､
勧
禅
大
師
､
土
地
公
公
､
す
べ

て
の
神
祇
､
楓
樹
嶺
の
観
世
音
菩
薩
､
桐
樹
湾
の
福
主
'
社
令

土
地
公
さ
ま
､
各
殿
の
香
火
を
享
け
る
す
べ
て
の
神
祇
､
下
坊

墜
欄
垢
前
塘
角
上
七
尊
太
子

(
原
文
､
大
子
)､
漢
皇
上
帝
､

本
殿
の
土
地
及
び
後
園
堕
の
福
主
､
社
令
土
地
､
す
べ
て
の
神

紙
､
前
衛
背
の
甘
氏
真
人
､
剣
印
二
仙
､
全
殿
の
文
武
の
神
､

す
べ
て
の
神
祇
､
楼
下
塘
角
上
の
福
主
等
主
､
李
氏
夫
人
､
土

地
公
公
､
社
公
､
社
母
､
す
べ
て
の
有
感
明
神
､
大
阪
頭
将
軍

老
爺
､
作
阪
嶺
の

一
聖
二
聖
､
飛
天
三
聖
公
王
'
本
殿
の
土
地

揺
鼓
帝
の
許
仙
真
君
､
観
音
閣
の
霊
感
観
世
音
菩
薩
､
橋
上
の

観
世
音
菩
薩
､
側
殿
の
地
蔵
王
､
土
地
公
公
'
全
殿
の
す
べ
て

の
明
神
､
作
阪
嶺
羅
家
田
角
上
の
白
馬
､
三
聖
公
王
､
魂
家
殊

の
福
主
等
神
､
山
下
堕
の
飛
天
三
聖
公
王
､
福
主
等
神
､
社
令
､

甘
氏
真
人
､
剣
印
二
仙
､
す
べ
て
の
神
祇
､
野
鶏
山
の
飛
天

(原
文
､
非
天
)
三
聖
神
君
､
山
湾
墜
塘
角
上
の
軍
上
老
爺
､

李
氏
夫
人
､
本
殿
の
土
地
､
社
公
､
社
母
､
す
べ
て
の
神
紙
､

竜
頭
山
角
上
の
白
馬
三
聖
公
王
､
愁
家
厳
の
飛
天
三
聖
神
君
'

塘
家
辺
の
白
馬
三
聖
公
王
､
軍
賂
坑
の
七
等
太
子

(原
文
､
大

千
)､
漠
皇
上
帝
､
本
殿
の
土
地
､
す
べ
て
の
神
祇
､
樟
樹
下

の

一
聖
二
聖
公
王
､
格
排
石
井
排
の
冷
壇
三
聖
公
王
､
洋
下
の

賂
軍
さ
ま
'
煙
竹
山
の
冷
壇
三
聖
公
王
､
天
子
地
の
飛
天

(原
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文
､
蔑
)
聖
公
王
､
丹
陽
観
の
三
清
上
帝
､
法
主
老
爺
､
清
源

妙
道
真
君
､
甘
氏
仙
師
､
外
殿
の
護
駕
三
聖
､
雄
鶏
相
門
冷
壇

三
聖
公
王
､
何
坑
の
白
馬
三
聖
公
王
'
何
坑
尾
の
飛
天
三
来
殺

(原
文
'
釆
)
神
王
師
公
｡
紅
家
山
の
七
専
太
子
'
漢
皇
上
帝
'

飛
天

(原
文
､
非
天
)
三
聖
､
す
べ
て
の
神
祇
､
大
港
前
塔
下

の
猪
栂
大
神
､
周
家
園
の
福
主
尊
王
､
松
樹
下
の
軍
山
老
爺
､

土
地
公
公
'
東
隣
の
白
馬
三
聖
､
猟
枯
石
の
飛
天

(原
文
'
非

天
)
三
聖
､
万
鐘
嶺
上
の
飛
天
三
聖
､
渓
岩
壁
の
福
主
､
社
令
､

す
べ
て
の
神
祇
､
竹
園
樹
林
下
の
福
主
尊
神
､
源
頭
高
楼
の
大

神
福
主
'
社
令
､
す
べ
て
の
神
紙
'
働
頭
嶺
捧
例
の
す
べ
て
の

有
感
明
神
､
高
門
玩
頭
の
冷
壇
三
聖
公
王
､
御
来
臨
を
請
い
ま

す
｡本
福
主
､
上
の
水
源
か
ら
､
下
の
水
尾
ま
で
､
壇
が
あ
る
が

迩
が
な
-
､
逃
が
あ
る
が
壇
の
な
い
者
'
あ
る
い
は
御
名
前
が

知
ら
れ
な
い
者
､
す
べ
て
の
押
紙
､
壇
上
に
御
来
臨
を
請
い
､

壇
前
に
お
招
き
を
し
た
こ
と
を
､
御
察
し
下
さ
り
､
御
来
臨
下

さ
い
ま
す
｡
ど
う
ぞ
こ
の
広
い
御
座
､
高
い
祭
壇
で
､
心
を
込

め
た
香
や
貴
重
な
ロ
ウ
ソ
ク
を
御
受
納
下
さ
い
｡
清
潔
な
お
茶

や
お
酒
'
心
を
込
め
た
御
飯

(原
文
､
後
心
素
飯
｡
厚
心
の
誤

り
で
は
な
い
か
)､
お
菓
子
や
お
看
､
お
皿
に
お
い
し
い
鶏
や

魚
や
､
お
菓
子
の
盆
や
お
土
産
の
酒
'
珍
奇
な
食
物
､
珍
し
い

御
馳
走
な
ど
を
神
さ
ま
方
の
御
座
の
前
に
並
べ
て
捧
げ
ま
す
｡

快
-
御
笑
納
を
願
い
ま
す
｡
ど
う
ぞ
御
答
め
に
な
ら
な
い
で
下

さ
い
｡
弟
子
は
お
茶
を
召
し
上
る
前
に
敢
え
て
申
さ
ず
､
酒
を

召
し
上
が

っ
て
か
ら
申
し
上
げ
ま
す

(原
文
､
茶
銭
不
敢
説
､

酒
後
乃
開
言
｡
茶
前
と
酒
後
が
対
照
に
な
る
)
こ
こ
に
､
光
緒

〇
年

〇
月
十
八
日
夜
､
福
主
さ
ま
方
の
御
来
臨
を
請
い
､
全
坊

の
信
士
た
ち
の
家
家
が
清
書
､
戸
戸
が
平
安
で
あ
る
よ
う
に
御

加
護
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

一
年
の
十
二
か
月
､
い
つ
も

平
安
で
､

一
日
十
二
時
間
､
い
つ
も
吉
祥
を
も
た
ら
し
て
下
さ

い
｡
読
書
人
は
聡
明
で
知
慧
が
あ
り
､
功
名
を
求
め
る
者
は
早

-
金
傍
に
名
が
載
せ
ら
れ

(科
挙
に
及
第
)､
耕
作
者
は
種
は

一
つ
撒
く
と
､
万
粒
の
豊
作
､
技
芸
者
は
前
の
家
が
招
き
､
次

の
家
が
迎
え

(
い
つ
も
仕
事
が
あ
る
)､
商
売
人
は

一
分

(
1

銭
)
を
元
手
に
し
て
'
万
分
の
利
息
を
得
､
外
出
し
て
貿
易
す

る
者
は
立
派
な
人
に
逢
い
､
貴
人
が
助
け
て
-
れ
､
ど
こ
へ
行
っ

て
も
順
調
に
な
り
'
子
授
け
を
求
め
る
者
は
早
く
子
宝
が
生
れ
､

望
が
か
な
い
､
長
寿
を
祈
る
者
は
百
年
の
長
寿
に
な
り
､
医
者

は
心
が
鋭
敏
で
正
し
-
脈
を
取
り
､
薬
を
患
者
に
飲
ま
せ
ば
全

快
に
な
り
'
幼
い
子
供
た
ち
は
厄
の
関
や
鎖
り
か
ら
脱
し
､
麻

9-
l7
17
ワ

疹
や
痘
病
に
か
か
ら
な
い
で
､
軽
疎
薄
種

耕
牛
を
飼
養
す
る

者
は
朝
に

(牛
を
)
山
の
尚
に
放
牧
し
､
碁
に
牛
小
屋
に
帰
ら

せ
､
険
し
い
処
に
行
か
ず
､
不
吉
の
処
に
も
行
か
な
い
で
､
豚

小
屋
の
豚
が
､
天
か
ら
の
風
に
吹
か
れ
て
す
-
す
-
と
成
長
し
'

地
か
ら
の
風
に
吹
か
れ
て
大
き
-
な
り
､
日
に
千
斤
に
成
長
し
､

夜
に
万
両
に
成
長
し
､
財
狼
虎
豹
が
遠
-
他
の
地
方

へ
早
-
避
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け
て
行
き
､
痘
疫
な
ど
が
早
-
他
郷
に
行

っ
て
し
ま
い
､
鶏
や

鴨
を
飼
養
す
る
者
は
､

一
羽
の
雌
鳥
が
前
に
向
う
と
､
百
の
雛

鳥
が
つ
い
て
､

1
行

1
行
が
群
に
な
り
､

1
隊

1
隊
が
対
に
な

り
､
鷹
が
近
よ
ら
ず
､
孤
が
入
ら
な
い
｡
諸
々
の
大
神
は

一
坊

の
福
主
で
お
ら
れ
､
千
万
家
の
運
命
を
司
り
､
月
に
千
人
の
礼

拝
を
受
け
､
い
つ
も
民
衆
の
保
障
に
な
り
､
山
河
を
固
-
守
り
､

水
口
を
固
-
守
り
ま
す
｡
好
い
こ
と
を
沢
山
も
た
ら
し
て
､
悪

事
を
速
に
遂
い
払
い
ま
す
｡
火
災
が
水
に
よ

っ
て
消
さ
れ
､
盗

賊
が
打
取
ら
れ
､
訴
訟
が
な
-
さ
れ
､
口
論
が
止
め
ら
れ
､
悶

着
が
起
ら
ず
､
異
端
邪
法
が
即
刻
消
滅
さ
れ
､
こ
の
地
で
留

っ

て
は
な
ら
ず
､
遠
い
処

へ
追
い
払
い
ま
す
｡
祈
願
者
が
い
れ
ば
､

お
願
い
申
し
出
る
と
､
す
ぐ
答
え
て
下
さ
り
､
祈
宿
す
れ
ば
､

す
ぐ
霊
験
が
あ
り
ま
す
｡
す
べ
て
の
事
が
如
意
､
す
べ
て
の
願

が
お
思
い
の
ま
ま
に
な
り
ま
す
｡
弟
子
に
損
を
か
け
な
い
で
下

さ
い
､
信
士
に
損
を
か
け
な
い
で
下
さ
い
｡
す
べ
て
神
さ
ま
方

の
御
加
護
に
頼
り
ま
す
｡
聖
答
の
御
加
護
を
願
い
ま
す
｡
-
占

-
神
さ
ま
方
､
肴
が
冷
-
､
ま
ず
く
な
り
､
香
も
冷
え
て
煙
が

な
-
な
り
ま
す
｡
ま
も
な
-
壇
に
登

っ
て
跳
灘
を
御
覧
に
な
っ

て
下
さ
い
｡
聖
答
の
御
加
護
の
願
い
､
道
に
香
を
挿
し
､
跳
灘

が
終
り
ま
す
と
'
ド
ラ
や
太
鼓
を
下
し
て
､
大
塘
壁
上
で
下
馬

し
て
下
さ
い
｡

こ
の
時
占
い
を
行
う
｡
最
後
に
弟
子
が
池
の
は
た
で
神
の
到
来

を
促
す
唱
え
ご
と
を
し
て
､
太
鼓
と
ド
ラ
を
鳴
ら
し
て
廟
に
戻
る
｡

次
に

『
発
弓
』
『
灘
公
灘
母
』
『
捉
刀
』
が
演
じ
ら
れ
る
｡
最
後

に
捜
除
大
仙
と
鷹
歌
元
師
と
田
螺
大
王
は
､
追
灘
を
終
え
､
廟
を

走
り
出
て
池
の
端
に
行
き
捜
除
大
仙
の
面
を
池
の
方
に
掲
げ
､
邪

悪
な
も
の
を
水
に
追
い
払

っ
た
こ
と
を
表
現
す
る
｡
道
に
紙
銭
を

燃
や
し
､
占
い
を
し
､
廟
に
戻
る
｡

廟
の
前
で
は
二
カ
所
で
紙
銭
が
燃
や
さ
れ
､
部
性
の
師
公
と
甘

性
の
師
爺
の
為
と
す
る
｡

廟
内
で
も
紙
銭
を
燃
や
し
､
爆
竹
を
鳴
ら
し
､
神
送
り
の
唱
え

ご
と
を
す
る
｡
注
㈲

重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
｡
遠
近
の
福
主
､
各
部
の
大
神
､
壇

に
お
ら
れ
る
文
武
の
神
､
す
べ
て
の
押
紙
､
今
､
灘
は
己
に
園

満
に
終
り
､

ロ
ウ
ソ
ク
が
尽
き
､
灯
が
燃
え
残
り
､
肴
が
冷
た

-
な
り
､
酒
の
味
が
淡
-
な
り
､
実
に
お
粗
末
で
失
礼
致
し
ま

9｡
ワー
lワ
l7

し
た
｡
御
沓
め
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
｡
わ
ざ
わ
ざ
起
馬
分
才

の
備
え
を
し
て
､
謹
ん
で
神
さ
ま
方
は
早
-
御
帰
途
に
就
-
よ

う
に
お
見
送
り
致
し
ま
す
｡
天
に
お
ら
れ
る
方
は
雲
や
霧
に
乗

っ

て
自
由
に
去
来
し
､
地
に
お
ら
れ
る
方
は
馬
の
手
綱
を
ひ
き
し

め
て
､
鞭
を
揮
い
､
車
を
も

っ
て
い
る
方
は
車
に
お
乗
り
に
な

り
､
車
の
な
い
方
は
馬
を
仕
立
て
､
各
々
仙
境
に
お
帰
り
な
さ

い
｡
弟
子
は
敢
え
て
神
さ
ま
方
を
長
-
お
引
留
め
を
致
し
ま
せ

ん
｡
聖
答
が
地
面
に
落
ち
ま
す
次
第
､
神
さ
ま
方
は
早
-
お
帰

り
に
な
っ
て
下
さ
い
｡
弟
子
は
敢
え
て
多
く
し
ゃ
べ
る
こ
と
を

ワ
9
17･
17･

致
し
ま
せ
ん
｡
水
口
具
有

起
馬
分
財

神
さ
ま
方
に
お
渡
し
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致
し
ま
す
｡
秘
訣
水
口
界
分

足
で
鬼
の
文
字
を
書
-
｡
ま
た
廟
を
出
て
字
を
書
き
な
が
ら
､

鼓
と
ド
ラ
を
叩
き
'
神
を
水
口
ま
で
送
り
､
紙
銭
を
燃
や
し
､
占

い
を
す
る
｡

廟
で
は
'
仮
面
や
と
り
も
の
な
ど
全
て
箱
に
納
め
る
｡
そ
の
後

歴
代
の
灘
班
王
の
霊
に
感
謝
し
､
祝
言
を
述
べ
る
｡
鬼
子
飯
を
食

べ
る
と
言
っ
て
､
全
員
で
直
会
を
す
る
｡
解
灘
は
以
上
で
終
り
と

な
る
｡
灘
神
廟
で
祭
ら
れ
て
い
る
の
は
､
清
源
妙
道
真
君
で
七
十
セ
ソ

チ
程
の
武
将
の
姿
を
し
た
木
彫
の
神
像
で
あ
る
｡
こ
の
清
源
妙
道

真
君
と
は
､
情
の
時
代
に
治
水
に
功
が
あ

っ
た
趨
晃
が
､
末
の
真

宗
の
時
に
加
封
さ
れ
清
源
妙
道
真
君
と
さ
れ
た
､
二
郎
神
と
同

一

と
思
わ
れ
る
神
で
あ
る
｡
注
刑

家
々
で
跳
灘
を
行
う
際
に
祭
壇
に
柁
ら
れ
る
､
灘
神
の
化
身
の

灘
恩
と
称
さ
れ
る
人
形
は
､
高
さ
二
十
セ
ソ
チ
程
で
'
男
性
性
器

を
有
し
て
い
る
｡
演
目
中
の

｢
灘
公
灘
母
｣
の
表
現
か
ら
も
､
子

授
か
り
と
子
孫
の
繁
栄
を
意
図
す
る
祭
り
の

一
面
が
見
て
と
れ
る
｡

福
禄
寿
を
は
じ
め
と
し
､
上
甘
村
で
は
数
多
-
の
神
々
の
面
を

伝
え
て
い
る
が
､
三
十
四
種
合
わ
せ
て
七
十

1
面
に
な
る
｡
全
て

文
革
中
に
焼
失
し
､
そ
の
後

一
九
七
八
年
以
後
に
作
り
直
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
｡
面
に
刻
さ
れ
た
神
々
は
､
開
山
､
白
紙
､
黒
須
判
'

小
鬼
'
二
鬼
､
張
天
師
､
馬
元
帥
'
超
元
帥
､
関
元
帥
､
温
元
帥
､

周
倉
､
猿
精
､
悌
祖
､
唐
僧
､
孫
悟
空
､
猪
八
戒
'
沙
和
尚
､
堺

托
､
懐
胎
和
尚
､
痩
骨
羅
漢
'
烏
眉
羅
漢
､
笑
眉
羅
漢
'
露
歯
羅

漢
'
和
合
'
灘
公
､
灘
婆
､
福
星
､
禄
星
､
寿
星
､
鷹
歌
元
帥
､

田
螺
大
王
､
捜
除
大
仙
で
､
な
お
文
革
前
に
は
紅
須
判
と
関
平
も

あ
っ
た
と
い
う
｡
呪
文
の
中
に
呼
び
出
さ
れ
る
神
も
仮
面
の
神
も

仏
教
､
道
教
､
民
間
の
諸
神
が
混
在
し
て
い
る
｡

以
上
の
呪
文
の
中
で
呼
び
出
さ
れ
､
仮
面
で
も
現
わ
れ
る
神
の

内
､
特
長
の
あ
る
神
と
し
て
元
帥
ま
た
将
軍
が
あ
げ
ら
れ
る
｡

『
道
教
事
典
』
の
元
帥
の
頃
に
は
､

義
死
ま
た
は
圧
死
し
た
者
が
死
後
に
元
帥
号
を
受
け
､
鮮
邪
や

地
域
の
守
護
に
効
験
を
顕
わ
す
神
と
し
て
柁
ら
れ
た
も
の
｡

と
あ
る
｡
注
㈲

人
間
の
死
霊
が
神
と
し
て
妃
ら
れ
る
こ
と
は
､

菅
原
道
真
を
は
じ
め
と
し
て
日
本
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡

中
国
で
も
特
定
の
地
域
と
結
び
つ
い
て
､
英
雄
と
し
て
語
ら
れ
'

神
と
し
て
和
ら
れ
'
人
々
を
邪
悪
な
も
の
か
ら
守
護
す
る
神
が
い

る
｡
同
じ
江
西
省
の
万
載
県
の
例
を
あ
げ
る
と
､
あ
る
人
物
が
人

に
よ
り
つ
い
て
言
葉
を
発
し
ー
自
分
を
神
と
し
て
柁
れ
ば
守
護
を

約
束
す
る
旨
を
伝
え
､
そ
れ
を
受
け
て
人
々
は
仮
面
を
彫
し
て
､

御
神
体
と
し
､
追
灘
を
行
う
将
軍
神
と
し
て
あ
が
め
る
｡
民
間
で

は
絶
え
ず
神
々
が
生
ま
れ
､
将
軍
や
元
帥
の
称
号
の
も
と
､
人
々

を
守
護
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
地
元
で
は
､
霊
験
の
あ
ら
た
か
な

強
い
神
と
し
て
'
鮮
邪
の
中
心
的
存
在
と
な
り
､
仏
教
や
道
教
等

で
名
の
知
れ
た
神
々
よ
り
も
か
え
っ
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
り
す

る

｡
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注
出呪
文
は
上
甘
村
の
追
健
の
演
者
達
に
手
書
き
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
｡
今
回
原
文
を
注
に
示
し
､
本
文
で
は
訳
文
を
示
し
た
｡
今

後
の
補
訂
も
必
要
と
考
え
る
｡

注
㈲灯
納
経
主
外
孝
｡
灯
州
加
主
内
孝
｡

灯
接
左
主
口
舌
｡
灯
捷
左
無
口
舌
｡

灯
訟
主
榊
掛
.
灯
綜
主
音
慶
｡

注
刷伏
以
神
道
不
遠
慶
'
誠
須
知
､
聖
力
非
遥
､
叩
歯
即
応
｡
謹
焚

心
香
'

一
心
葬
請
｡
勅
封
西
川
路
口
清
源
妙
道
真
君
'
千
里
眼
'

順
耳
､
金
花
小
妹
'
銀
花
娘
､
三
伯
公
公
､
三
伯
婆
婆
､
金
毛

童
子
'
鉄
甲
将
軍
'
灘
神
会
上

l
斉
明
神
､
芹
請
｡
開
山
大
神
､

白
紙
大
神
､
魁
星
大
神
､
紅
面
小
鬼
､
青
面
二
鬼
､
七
雷
大
神
'

馬
趨
関
温
四
大
天
将
､
和
合
､
唐
僧
､
嚇
托
太
子
'
福
禄
寿
､

文
曲
星
君
天
師
､
開
平
､
周
倉
将
軍
､
金
大
斉
天
田
螺
大
神
､

鏡
公
'
鏡
婆
､
呑
魔
食
鬼
楼
厨
大
神
､
灘
神
起
教
歴
代
今
古
老

幼
宗
師
､
殿
内
香
火
文
班
式
列
､
本
殿
土
地
､

1
功
押
紙
､
適

伸
､
奉
請
涼
休
来
臨
､
寛
座
高
壇
､
受
納
心
香
｡
今
及
〇
年

〇

月

〇
日

○
斯

○
墜
信
人
｡
慶
備
心
香
賓
燭
､
列
在
産
前
｡
敬
為

○
○
名
下
'
叩
許
紅
袖

一
件
､
入
於
灘
神
殿
上
｡
祈
保

○
○
身

中
諸
症
､
悉
除
病
患
早
安
､
星
辰
光
顔
､
寿
命
延
長
､
等
事
｡

-
占
-

具
有
鏡
才

一
会
葬
上
諸
位
大
神
｡
銭
才
旦
少
､
化
大
成
多
､
文

点
分
才
病
患
早
安
康
｡

注

㈲催
促
､
催
促
'
催
促
､
請
来
本
坊
福
主
'
遠
近
社
令
､
上
下
前

後
英
烈
来
臨
｡

江
湖至
心
通
大
道
'
誠
意
達
高
真
｡
燃
燭
迎
聖
駕
､
焚
香
迎
聖
輿
｡

'

今
夜
弟
子
苓
就
廟
堂
､
虚
備
心
香
､
敬
心
挿
話
｡
江
酉
省
建
昌

府
南
豊
県

○
○
主
城
陸
等
神
､
文
班
武
列
､
合
殿
香
火

一
切
有

感
明
神
､
東
南
西
北
四
関
守
士
､
在
県
官
廟
礼
典
神
祇
､
光
降

廟
庭
､
普
全
到
座
｡
-
占
-

請
来
石
背
街
上
下
福
主
､
社
令
､
辺
坊
廟
貌

l
切
神
祇
､
西
台

山
合
殿
香
火
有
感
明
神
｡
請
来
淫
浦
街
観
音
閣
救
菩
救
難
観
世

音
菩
薩
､
合
殿
香
火

一
切
神
祇
､
福
主
､
社
令
､
及
文
乃
武
各

殿
香
火

一
切
神
祇
.
請
来
軍
江
橋
殿
内
救
苦
救
難
異
感
観
世
音

菩
薩
､
合
殿
香
火
乃
文
乃
武

1
切
有
感
明
神
.
請
来
羅
家
街
東

排
二
岸
福
主
､
社
令
､
関
聖
帝
君
､
合
壁

一
切
有
感
明
神
｡
請

来
大
郷
上
上
下
墜
福
主
､
社
令
､
東
西
二
岸
杷
典
神
祇
｡
請
来

揚
梅
砦
福
主
､
社
令
､
神
砥
｡
請
来
将
軍
嶺
､
李
将
墜
福
主
､

社
令
､
東
西
二
岸
諸
位
神
ー
聖
嶺
上
将
軍
老
爺
､
開
蜘
脱
鎮
鬼

子
郎
君
､
知
事
杷
典
､
本
殿
土
地
､

一
斉
有
感
明
神
｡
請
来
池

源
墜
水
口
福
主
､
社
令
尊
神
､
万
寿
宮
族
陽
得
道
許
仙
裏
君
､

合
殿
香
火
東
西
本
坊
福
主
､
橋
頭
下
福
主
､
尊
王
山
老
爺
､
李
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氏
夫
人
､
文
武
二
判
､
本
殿
≡
聖
､
勧
善
大
師
､
鴛
苛
元
帥
､

金
水
郎
君
､
土
地
公
公
､

1
切
有
感
明
神
､
港
背
社
公
､
社
母
､

一
切
有
感
明
神
､
狗
脳
煉
猪
射
老
爺
､
金
毛
童
子
､
鉄
用
将
軍
､

本
殿
土
地
､

1
切
神
祇
､
塔
疎
略
仙
軍
菩
薩
､
裡
玩
頭
冷
壇
三

聖
ー
神
君
順
瞭
後
堂
上
､
灘
神
会
上
乃
文
乃
武
'

一
切
有
感
明

神
､
大
塘
壁
上
聖
主
三
郎
､
本
殿
土
地
､
崇
福
古
寺
三
尊
､
古

仏
､
十
八
羅
漢
､
二
傍
四
帝
専
神
､
上
殿
地
蔵
王
､
観
世
音
､

文
主
菩
薩
'
如
来
古
仏
､
監
善
主
著
､
達
摩
祖
師
､
護
法
金
剛
､

合
寺
香
火

一
切
有
感
明
神
､
左
傍
丹
陽
得
道
甘
氏
真
人
､
創
印

二
仙
､
五
万
得
道
騰
雨
竜
王
､
共
同
到
座
｡

一
切
有
感
明
神
､

上
街
頭
何
子
上
李
氏
夫
人
､
文
武
二
判
､
本
殿
土
地
､

一
切
神

祇
､
社
公
､
社
母
､
上
街
頭
趨
大
元
帥
､
楼
上
文
昌
梓
産
帝
君
､

合
殿
香
火

一
切
明
神
､
李
家
店
将
軍
老
爺
､
開
伽
脱
鎖
兎
子
郎

君
､
土
地
公
公
､

1
切
神
蔽
､
大
塘
城
上
西
山
得
道
許
仙
真
君
､

行
雨
竜
王
､
土
地
公
公
､
春
草
園
協
天
関
聖
大
帝
､
開
平
､
周

倉
大
帝
､
本
殿
土
地
､
御
前

一
切
神
祇
､
普
同
到
座
｡
請
来
本

坊
福
主
､
上
至
源
頭
下
至
水
尾
､
有
壇
無
跡
､
有
跡
無
壇
､
林

上
所
請
､
林
下
所
召
､
或
有
不
知
名
姓
者
､
莫
為
怪
責
､
普
周

到
座
｡
-
占
-
再
焚
心
香
､
挿
話
西
嶺
上
殿
大
得
禅
師
菩
薩
､

下
殿
飛
天
三
聖
公
王
､
勧
善
大
師
､
土
地
公
公
､

一
切
神
祇
｡

楓
樹
嶺
観
世
音
菩
薩
､
桐
樹
湾
福
主
､
社
令
土
地
公
公
､
各
殿

香
火

1
切
神
稚
､
下
坊
墜
欄
穐
前
塘
角
上
七
等
大
子
､
漢
皇
上

帝
､
本
殿
土
地
､
及
後
園
墜
福
主
､
社
令
土
地
､

一
切
神
祇
､

前
衛
背
甘
氏
真
人
､
剣
印
二
仙
､
合
殿
文
武
､

一
切
神
疎
､
楼

下
塘
角
上
福
主
尊
主
､
李
氏
夫
人
､
土
地
公
公
､
社
公
ー
社
母
､

一
切
有
感
明
神
､
大
阪
頭
将
軍
老
爺
､
作
阪
嶺

l
聖
二
聖
､
義

天
三
聖
公
王
､
本
殿
土
地
､
括
鼓
滞
許
仙
真
君
､
観
音
閣
霊
感

観
世
音
菩
薩
､
橋
上
観
音
菩
薩
､
側
殿
地
蔵
王
､
土
地
公
公
､

合
殿

一
切
明
神
､
作
阪
嶺
羅
家
田
角
上
白
馬
三
聖
公
王
､
魂
家

餅
福
主
尊
神
､
山
下
墜
熟
天
三
聖
公
王
､
福
主
等
神
､
社
令
､

甘
氏
真
人
､
剣
印
二
仙
､

一
切
神
祇
､
野
難
山
非
天
三
聖
神
君
､

山
湾
壁
塘
角
上
軍
山
老
爺
､
李
氏
夫
人
､
本
殿
土
地
'
社
公
､

社
母
､

1
切
神
紙
､
竜
頭
山
角
上
白
馬
三
聖
公
王
､
愁
家
腰
非

天
三
聖
神
君
､
塘
家
辺
白
馬
三
聖
公
王
､
軍
将
坑
七
尊
大
子
､

漠
皇
上
帝
､
本
殿
土
地
､

1
切
神
祇
､
樟
樹
下

一
聖
二
聖
公
王
､

格
排
石
井
排
冷
壇
三
聖
公
王
､
洋
下
将
軍
老
爺
､
個
竹
冷
壇
三

聖
公
王
､
天
子
地
裁
天
聖
公
王
､
丹
陽
観
三
清
上
帝
､
法
主
老

爺
､
清
源
妙
道
真
君
､
甘
氏
仙
師
､
外
殿
護
駕
三
聖
､
雄
鶏
相

門
冷
壇
三
聖
公
王
､
何
坑
白
馬
三
聖
公
王
､
何
坑
尾
系
天
三
来

殺
神
王
師
公
､
紅
家
山
七
尊
太
子
､
漢
皇
上
帝
､
非
天
三
聖
､

一
切
押
紙
､
大
港
前
塔
下
猪
栂
大
神
､
周
家
園
福
主
尊
王
､
松

樹
下
軍
山
老
爺
､
土
地
公
公
､
東
阪
白
馬
三
聖
､
猪
枯
名
非
天

三
聖
､
万
鐘
嶺
上
非
天
三
聖
､
渓
岩
壁
福
主
､
社
令
､

1
切
押

紙
､
竹
園
樹
林
下
福
主
尊
神
､
源
頭
高
楼
大
神
福
主
､
社
令
､

一
切
神
経
､
働
頭
嶺
拓
倒

l
切
有
感
明
神
､
高
門
玩
頭
冷
壇
三

聖
聖
公
王
｡
請
来
本
福
主
､
上
至
源
頭
下
至
水
尾
､
有
壇
無
跡
､
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有
跡
無
壇
､
或
有
不
知
名
姓
'

一
切
神
祇
､
壇
上
所
請
､
壇
前

所
召
､
諒
休
来
臨
｡
寛
座
高
壇
'
受
納
心
香
'
宝
燭
｡
千
茶
浄

酒
'
後
心
素
飯
､
桜
果
章
殻
､
胡
盤
牲
難
鮮
魚
'
菓
合
礼
酒
､

珍
鐘
美
味
､
烈
在
衆
神
座
前
｡
続
祈
歓
容
笑
納
､
莫
為
涯
責
｡

弟
子
茶
銭
不
敢
説
､
酒
後
乃
開
言
｡
玄
当
光
緒

〇
年

〇
月
十
八

日
夜
､
請
来
請
位
福
主
'
祈
借
合
坊
衆
信
人
等
家
家
清
書
､
戸

戸
均
安
.

1
月
十
二
月
月
保
平
安
､

1
日
十
二
時
時
降
吉
祥
｡

読
書
者
､
聡
明
知
恵
､
来
功
名
者
､
早
登
金
梼
'
農
耕
者
､

一

子
落
泥
万
子
収
成
､
倣
技
芸
者
'
上
家
相
請
下
家
相
迎
､
倣
生

意
者
､

一
分
為
本
万
分
為
利
出
､
外
貿
易
者
､
好
人
相
逢
貴
人

相
扶
'
脚
踏
四
方
万
苦
利
'
求
嗣
者
､
早
生
貴
子
､
母
得
懸
望
､

保
寿
者
､
百
千
長
寿
'
行
医
者
､
心
霊
脈
準
､
薬
到
病
除
'
幼

小
該
童
､
開
関
脱
鎖
､
易
無
養
麻
丹
疹
症
､
軽
疎
薄
種
､
畜
養

耕
牛
者
､
朝
故
山
山岡
､
暮
帰
欄
場
､
険
処
莫
走
'
凶
処
実
行
､

頭
供
猪
天
風
吹
長
'
地
風
吹
大
､
日
長
千
斤
､
夜
長
万
両
､
射

狼
虎
豹
､
遠
避
他
方
､
痘
風
痔
疫
､
速
往
地
郷
､
供
難
養
鴨
'

一
母
向
前
子
随
後
'
行
行
成
群
'
隊
隊
成
讐
鴛
､
鷹
不
敢
近
､

孤
狸
不
敢
入
､
列
列
大
神
､
為

1
坊
之
福
主
､
掌
万
姓
権
行
'

日
受
千
人
礼
拝
､
時
為
衆
民
保
障
､
把
定
山
河
､
固
守
水
口
､

好
事
多
招
進
､
悪
事
速
達
連
出
､
火
星
打
落
壬
葵
水
､
賊
盗
打

落
大
空
亡
､
官
訟
消
散
'
是
非
埋
蔵
､
牙
尖
喋
快
､
立
刻
消
亡
'

異
端
邪
法
､
即
時
追
滅
､
不
許
存
留
境
内
､
速
速
連
出
他
方
､

若
有
祈
愚
者
求
之
即
時
応
､
薦
之
即
霊
､
事
事
如
意
､
庖
愚
随

心
､
実
収
弟
子
'
実
収
信
人
､
全
額
諸
神
蓋
佑
､
総
求
聖
答
保

佑
｡
-
占
-
諸
位
神
聖
､
殻
冷
無
味
､
香
冷
無
煙
'
少
刻
登
壇

看
跳
､
又
求
聖
答
保
佑
､
挿
路
香
､
跳
完
､
下
羅
下
鼓
､
大
塘

壁
上
下
馬
分
｡

注
㈱重
中
上
啓
､
遠
近
福
主
､
各
部
大
神
'
在
壇
文
武
､

一
切
押
紙
､

令
乃
灘
週
園
､
燭
尽
灯
残
殺
冷
酒
淡
､
簡
嚢
深
､
莫
為
腔
責
､

特
備
起
馬
分
財
､
拝
送
諸
位
大
神
､
早
登
雲
路
｡
在
天
者
､
騰

雲
駕
霧
'
在
地
者
､
勤
馬
揺
鞭
､
有
車
駕
車
､
無
事
駕
馬
､
各

返
堵
宮
｡
弟
子
不
敢
留
聖
駕
｡
聖
答
落
地
､
諸
神
速
起
｡
-
占

ウ･
l7･
qr･
17
17･
17･
lツ･
ワ

三
回
-
不
敢
多
言
句
｡
水
口
具
有
起
馬
分
財
､
送
交
諸
位
大
神
｡

9
lワ･
l7･
lソ･

伝
秘
訣
水
口
界
分
｡

江
川野
口
銭
郎
等
編

『
道
教
事
典
』
平
河
出
版
社

1
九
九
四
年

p
二
九

一

往
㈱前
掲
書

p
二
九

一

66


	麒麟4号059
	麒麟4号060
	麒麟4号061
	麒麟4号062
	麒麟4号063
	麒麟4号064
	麒麟4号065
	麒麟4号066
	麒麟4号067
	麒麟4号068

